
がんになる人やがんで亡くなる人は 

減っているの？増えているの？ 

 

近年、日本人男性の６３．３％、日本人女性の５０．８％ 

   が、がんになるといわれています。 

この 20年間でおよそ 2倍。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、がんは 1981年以降、ずっと日本人の死因の第1位。 

この 20年間でおよそ 1.3 倍。 
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2倍 

図１ 新たにがんと診断された人数 
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女性 
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図２ がんで死亡した人数 

 新たにがんと診断された人数 
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1.3 倍 

男性 

女性 
男性の4人に１人、 

女性の5人に１人 

が、がんで亡くなっている 



どんながんと診断されているの？ 

どんながんで亡くなっているの？ 
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図３⁻1 新たにがんと診断された部位別の人数 

（男女、全年齢） 
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図３⁻2 新たにがんと診断された部位別の人数 

（女性、全年齢） 
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図４⁻1 がんの部位別の死亡数 

（男女、全年齢） 
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図４⁻2 がんの部位別の死亡数 

（女性、全年齢） 


